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七
月
五
日
㈯　

連
日
好

天
の
下
、
大
阪
夢
洲
に
於

い
て
、「
国
際
博
覧
会
」

大
阪
・
関
西
万
博
が
開
幕

三
ヶ
月
を
む
か
え
る
中
、

浪
合
地
区
か
ら
二
十
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
会
場
内

は「
未
来
社
会
の
実
験
場
」

と
な
っ
て
お
り
、
様
々
な

パ
ピ
リ
オ
ン
・
イ
ベ
ン
ト

は
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
体
験

型
ソ
ノ
モ
ノ
と
感
じ
ま
し

た
。
デ
ジ
タ
ル
チ
ケ
ッ
ト

の
取
得
か
ら
始
ま
り
各
イ

ベ
ン
ト
や
パ
ピ
リ
オ
ン
へ

の
入
場
予
約
方
法
、
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
の
飲
食
か

ら
自
動
販
売
機
ま
で
が

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、
コ
ン

セ
プ
ト
の
通
り
、
既
に
身

近
で
は
購
買
時
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
が
す
す
む
中

で
、
究
極
の
近
未
来
社
会

を
感
じ
ま
し
た
。

大阪・関西万博視察研修へ参加
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八
月
十
四
日
㈭
恒
例
の
浪
合
夏
祭
り
が

三
年
ぶ
り
の
晴
天
の
下
で
開
催
さ
れ
「
盆

過
ぎ
る
と
コ
タ
ツ
が
い
る
」
と
言
わ
れ
た

浪
合
で
も
、
猛
暑
が
続
く
毎
日
、
今
年
の

浪
合
夏
ま
つ
り
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
作

年
に
増
し
て
大
勢
の
人
出
が
見
ら
れ
る
な

か
、
自
治
会
長
小
笠
原
和
司
氏
の
発
声
に

よ
り
、
大
煙
火
大
会
と
こ
ど
も
神
輿
お
と

な
神
輿
が
…
笛
の
音
と
掛
け
声
響
く
な
か

に
盆
の
花
火
大
会
と
伝
統
の
踊
り
「
の
と

え
」
な
ど
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
中
央
に
置
か
れ

た
踊
り
舞
台
、
音
頭
保
存
会
員
に
合
わ
せ

て
ウ
チ
ワ
の
花
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
狭
し
と
咲

き
誇
り
ま
し
た
。
こ
ど
も
ビ
ン
ゴ
大
会
を

封
切
り
に
祭
り
が
盛
り
上
が
り
、
盆
の
帰

省
客
な
ど
人
口
の
約
九
割
に
当
た
る
参
加

者
で
盛
況
の
う
ち
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
六
日
㈯
駒
場
区

自
治
会
館
前
を
主
会
場
と
し

て
、
各
団
体
の
ダ
ン
ス
・
踊

り
を
始
め
、
黒
丑
舞
・
各
地

区
の
神
輿
行
列
に
続
き
、
灯

明
神
輿
や
厄
年
役
者
に
よ
る

灯
明
行
列
が
、
阿
知
川
の
辺

で
「
厄
落
」
と
呼
ば
れ
る
火

の
輪
潜
り
と
火
振
り
を
行
い

祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と

な
っ
た
。
浪
合
育
成
会
に
よ

る
こ
ど
も
神
輿
も
出
場
し
、

一
方
、
対
岸
か
ら
上
が
る
特

大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
多
数

の
打
上
花
火
が
、
会
場
中
心

に
周
辺
の
観
覧
席
を
包
み
込

む
か
の
よ
う
に
浮
か
び
上
が

り
盛
況
の
う
ち
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

阿智の夏まつり

大
盛
況
　
四
〇
〇
人
越
え
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　7 月 28 日診療所前花
壇に「日日草・ベコニア・
ペンタスなど 4 種」の苗
を植樹し 8 月の浪合夏祭
りの盛会を祈念しまし
た。

　

主
に
特
産
の
「
と
う
も
ろ
こ
し
」
の
収

穫
時
期
に
あ
わ
せ
、
七
月
十
三
日
か
ら
八

月
十
二
日
の
期
間
、
十
六
名
の
隊
員
に
よ

り
、
一
日
二
回
、
述
べ
六
十
二
人
に
よ
り

地
区
内
の
村
道
な
ど
沿
線
に
接
し
た
農
地

作
物
の
獣
害
防
止
の
為
の
パ
ト
ロ
ー
ル
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
巡
回
や
聞
き
取
り
情
報

で
は
、
二
十
一
件
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
、

三
〇
〇
本
の
被
害
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
圃
場
脇
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
「
カ

カ
シ
」の
出
演
で
し
た
。防
護
に
一
役
か
っ

て
い
ま
し
た
。
最
近
は
防
護
柵
・
ネ
ッ
ト

張
り
な
ど
、
又　

猟
友
会
に
よ
る
捕
獲
柵

設
置
や
駆
除
活
動
も
あ
り
、「
群
に
よ
る

猿
」
の
被
害
が
減
少
し
、
大
規
模
な
獣
害

被
害
が
減
少
し
て
来
て
い
ま
す
。
毎
年
行

わ
れ
て
き
た
活
動
の
成
果
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
追
い
払
い
隊
参
加
の
皆
さ
ん
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

　
八
月
三
十
一
日
㈰
浪
合

自
治
会
防
災
会
は
、
阿
智

村
一
斉
防
災
訓
練
に
併

せ
、「
安
否
確
認
ア
プ
リ
」

を
使
用
し
た
防
災
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
地
区
で

は
四
一
六
名
中
三
五
五
名

の
登
録
が
あ
り
一
時
間
余

の
短
時
間
に
安
否
確
認
が

で
き
ま
し
た
。
浪
合
自
治

会
は
自
治
会
組
織
に
沿
っ

た
構
成
で
双
方
向
に
情
報

提
供
が
可
能
な
通
信
ア
プ

リ
の
導
入
の
た
め
に
自
治

会
役
員
や
主
な
活
動
団
体

を
は
じ
め
各
部
落
内
で
の

リ
ア
ル
な
情
報
提
供
に
も

役
立
て
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
た
め
登
録
を
勧
め
て

い
ま
す
。
全
地
区
に
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
配
布
さ
れ
て

お
り
振
興
室
に
お
い
て
も

登
録
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
安
全
安
心

の
地
域
づ
く
り
の
た
め

登
録
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

 
今
年
も
鳥
獣
害
対
策

追
い
払
い
隊
が
出
動
し
ま
し
た
。

案山子も一役
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七
月
十
一
日
㈯
治
部
坂
高
原
ツ
ツ
ジ
園

の
ツ
ツ
ジ
株
の
手
入
れ
を
行
い
、
増
殖
を

目
標
に
新
芽
を
採
取
し
挿
し
木
に
よ
る
苗

（
百
五
十
本
）
つ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

周
囲
樹
木
の
拡
大
の
影
響
に
よ
り
日
陰
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
、
園
全
体
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
必
要
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
株
周
り
の
草
取
り
な

ど
を
行
い
な
が
ら
防
虫
対
策
を
し
「
治
部

坂
高
原
ツ
ツ
ジ
園
」
の
復
元
な
ど
地
域
活

動
に
絆
げ
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

（シニアクラブ）

　

八
月
三
十
日
㈯
治
部
坂
高
原
蛇
峠
山
頂

一
六
六
〇
ｍ
に
於
い
て
狼
煙
上
げ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
根
羽
村
か
ら
塩
尻
市
の
間

二
十
五
ヶ
所
に
上
げ
た
狼
煙
が
リ
レ
ー
さ
れ

一
時
間
余
の
時
間
で
伝
達
さ
れ
ま
す
。
狼
煙

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
最
高
地
の
蛇
峠
山
頂
は

南
ア
ル
プ
ス
な
ど
眺
望
が
良
い
ポ
イ
ン
ト
で

す
が
、
故
に
雲
や
モ
ヤ
が
眼
下
を
覆
い
各
地

狼
煙
の
確
認
が
困
難
な
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　

七
月
二
十
一
日
（
海
の

日
）
に
村
道
御
所
平
線
の

振
興
室
南
側
か
ら
の
路
肩

周
辺
、
十
月
十
九
日
㈰
に

治
部
坂
高
原
馬
の
背
他
の

周
辺
の
草
刈
り
作
業
を
行

い
終
了
後
慰
労
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

六
月
八
日
㈰
、
九
月

十
四
日
㈰
宮
の
原
公
園
周

辺
、
本
年
二
回
の
路
肩
周

辺
の
草
刈
り
と
清
掃
を
行

い
地
域
貢
献
を
行
い
ま
し

た
。

レンゲツツジの会

今
年
も
出
動
活
躍

草
刈
り
協
力
隊

武
田
信
玄
狼
煙
リ
レ
ー
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六
月
二
十
一
日
㈯

晴
天
の
治
部
坂
高
原

駐
車
場
か
ら
遊
歩
道

を
通
り
蛇
峠
山
頂
ま

で
の
二
時
間
半
を
木

立
の
中
、
初
夏
の
浪

合
の
涼
を
体
感
し
ま

し
た
。「
阿
智
セ
ブ

　

公
民
館
講
演
会
「
浪
合
に
沈

ん
だ
武
将
た
ち
」
の
講
演
を
受

け
る
に
当
た
り
事
前
に
少
し
予

習
し
て
み
た
。
浪
合
神
社
に
祀

ら
れ
て
い
る
尹
良
親
王
に
つ
い

て
は
、
平
成
八
年
に
浪
合
村
教

育
委
員
会
が
発
行
し
た
冊
子

「
浪
合
村
の
史
跡
」
で
は
応
永

三
十
一
年
八
月
十
五
日
三
河
に

向
か
う
途
中
、
野
武
士
の
駒
場

小
次
郎
・
飯
田
太
郎
に
襲
撃
さ

れ
て
自
害
し
た
こ
と
に
な
っ
て

い
る
（
津
島
市
の
大
龍
寺
保
管

の
浪
合
記
に
よ
る
）。

　

し
か
し
、
浪
合
で
は
尹
良
親

王
の
命
日
と
し
て
四
月
二
十
四

日
に
浪
合
神
社
の
祭
典
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
。
二
年
ほ
ど
滞

在
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
御
所

平
（
御
座
所
跡
）
も
あ
る
。
一

時
身
を
隠
し
た
と
い
う
隠
山
滞

在
中
に
御
振
筆
の
大
般
若
経
二

巻
が
堯
翁
院
に
保
管
さ
れ
て
い

る
等
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
が

多
く
あ
る
が
八
月
十
五
日
に
襲

撃
さ
れ
て
死
亡
す
れ
ば
す
べ
て

あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
の
疑
問
が
今
回
の
講
演
で
解

決
さ
れ
す
っ
き
り
と
し
ま
し

た
。
親
王
が
三
河
に
向
か
う
と

き
駒
場
村
か
ら
雷
雨
降
り
、
午

後
二
時
頃
雨
風
強
く
夜
の
よ
う

に
暗
く
な
り
道
が
大
河
の
よ

う
で
前
に
進
め
ず
わ
ら
屋
で

一
夜
を
明
か
し
た
。「
土
民
た

ち
御
姿
を
拝
し
わ
ず
か
の
御
所

を
立
て
て
こ
の
と
こ
ろ
に
移
し

奉
る　

親
王
も
よ
ろ
こ
ん
で
一

先
ず
こ
こ
に
身
を
隠
し
京
都
や

三
河
の
よ
う
す
を
探
る
」
こ
と

に
な
る
。
二
年
ほ
ど
滞
在
し
て

い
た
応
永
三
年
三
月
二
十
四
日

（
一
四
二
四
年
）
朝
六
時
頃　

飯
田
太
郎
・
駒
場
次
郎
ら
野
武

士
に
襲
撃
さ
れ
死
亡
（
自
害
）

し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
浪
合
振

興
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料

の
中
の
浪
合
記
別
集
に
今
回
の

講
演
で
説
明
し
て
く
れ
た
こ
と

と
同
じ
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
に
つ
い
て
は
、

講
師　

定
方
先
生
の
浪
合
記
に

つ
い
て
の
解
説
書
を
笹
隈
哲
夫

さ
ん
が
入
手
し
、
稲
垣
孝
光
さ

ん
が
神
奈
川
県
秦
野
市
の
自
宅

に
伺
い
講
演
の
交
渉
を
し
て
、

定
方
先
生
高
齢
（
九
〇
歳
）
の

た
め
自
宅
ま
で
の
送
り
迎
え
を

し
て
実
現
し
ま
し
た
。
浪
合
地

区
の
大
勢
の
皆
さ
ん
が
受
講
し

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

浪
合
史
跡
保
存
会

　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

直
孝

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
翌

日
に
は
尹
良
親
王
の
親
に

当
た
る
宗
良
親
王
が
滞
在

し
て
い
た
大
鹿
村
を
訪
ね

て
の
視
察
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

浪
合
公
民
館
セ
ミ
ナ
ー

ン
サ
ミ
ッ
ト
」
の
一
つ
で
あ

る
蛇
峠
山
は
、
一
六
六
四
ｍ

の
山
頂
、
中
腹
に
馬
の
背
と

呼
ば
れ
る
一
四
五
六
ｍ
文
字

ど
お
り
、
馬
の
背
を
思
わ
せ

る
草
原
が
広
が
り
、
別
荘
地

帯
を
通
る
車
道
が
馬
の
背
ま

で
、
夏
場
は
通
行
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

蛇峠山ハイキング

講
師
　
定
方
　 

晟  

氏
（
東
海
大
学
名
誉
教
授
）

「
浪
合
に
沈
ん
だ
武
将
た
ち
」
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戦
後
八
十
年
、
浪
合
村
も
閉
村
合
併
二
十
年
の
節
目

と
な
り
、
人
口
減
少
な
ど
の
中
地
域
に
お
け
る
組
織
な

の
活
動
は
旧
態
依
然
と
し
た
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。

伝
統
文
化
を
継
承
し
な
が
ら
も
「
こ
れ
か
ら
の
浪
合

は
」
に
変
え
て
行
く
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
が
声
を
上
げ
て
地
域
の
未
来
を
み
ん
な
で
創
り

ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
責

編
集
後
記

　

七
月
十
二
日
㈰
浪
合
小
学

校
体
育
館
に
お
い
て
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
毎
週
の
練
習
成
果
が

発
揮
さ
れ
る
こ
の
大
会
は
、

日
頃
練
習
し
て
い
る
メ
ン

バ
ー
な
ど
当
日
は
十
六
名
余

り
の
参
加
が
あ
り
懇
親
を
深

め
ま
し
た
。

　

九
月
十
九
日
㈮
慰
霊
塔
前

に
お
い
て
戦
没
者
慰
霊
祭
行

わ
れ
、
檀
徒
総
代
・
遺
族
代

表
、
自
治
会
役
員
が
参
列
し

ま
し
た
。

　

近
藤
直
孝
総
代
長
よ
り
追

悼
の
辞
続
い
て
、
小
笠
原
和

司
自
治
会
長
よ
り
式
辞
が
奉

読
さ
れ
、
戦
後
八
十
年
今
も

世
界
で
は
戦
争
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
、
二
度
と
悲
惨
な
戦
争
を

繰
り
返
さ
な
い
と
誓
う
…
堯
翁
院
寺

澤
住
職
よ
り
香
語
・
読
経
の
な
か
参

列
者
の
焼
香
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ヨ
タ
車
体
あ
ら
ら
ぎ

自
然
村
保
養
所
で
は
全
社

員
で
周
辺
の
村
道
路
肩
な

ど
の
ゴ
ミ
拾
い
の
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
本
年

は
、
保
養
所
周
辺
に
ク
マ

の
出
没
が
あ
り
警
戒
す
る

中
で
の
営
業
に
苦
慮
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト

が
七
月
二
十
日
㈰
浪
合
小
学
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
演
奏
者
は
「
リ
ュ
デ
ィ
ク
・ 

サ

ク
ソ
フ
ォ
ン
・
カ
ル
テ
ッ
ト
」
と

い
う
女
性
一
人
・
男
性
三
人
の
メ

ン
バ
ー
で
し
た
。 

鑑
賞
す
る
人

は
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
年
一
度

の
鑑
賞
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人

が
集
ま
り
、プ
ロ
の
演
奏
が
生
で
、

そ
し
て
目
の
前
で
聞
け
る
と
い
う

の
は
滅
多
に
な
い
の
で
大
変
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 
演
奏
者

と
鑑
賞
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
手

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
開
催

浪合戦没者慰霊祭行われる

地
域
貢
献

村
道
の
周
辺
清
掃

拍
子
で
歌
っ
た

曲
は
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

親
し
み
や
す
く

楽
し
い
ト
ー
ク

も
良
か
っ
た
で

す
。
来
年
も
楽

し
み
に
し
て
い

ま
す
。　
　

雅


